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緊急事態宣言解除後の保育について 
新型コロナウイルス(COVID-19)への対応（第１０報） 

 

 新聞・テレビ等の報道にあるように、先月から続く新型コロナウイウルス緊急事態宣言特別警戒が、

５月２５日の政府発表により解除される見通しとなっています。 

この間、国の要請をはじめ、こども園からのお願いにご協力をいただきありがとうございました。 

しかしながら、引き続き北海道内は札幌圏や空知管内でも感染者が発生しており、まったく油断でき

ないことから、こども園としても平常の保育活動を続けつつ、感染予防のための手洗いや手指消毒など

を徹底して参ります。 

これからあたたかい日も増え、外での泥んこあそびや水あそびの機会が増えてきます。子どもたちの

成長を互いに見守りつつ、かけがえのない日常を守っていきましょう。ご協力を宜しくお願いします。 

 

【別紙】5/26 から、こども園の警戒レベルを「３」から「１」へ緩和 

行動指針(BCP)による警戒レベルを 26 日より「３（制限-大）」から「１（制限-小）」に変更します。 

次のとおり、ご家庭と登園時の注意点をお伝えします。 

【登園前】・・・子ども、家族の体調に十分注意して、体調不良時には無理せず休ませてください。 

朝の検温は任意とします。少しでも気になることがあれば保育者にご連絡お願いします。 

【登降園時 ～玄関／園バス内で】・・・消毒液による手指消毒にご協力をお願いします。 

子どものマスクは不要、保護者等のマスク着用は不要・任意とします。 

※保育者もマスク着用を任意としますので、原則としてマスクをせずに保育を行うことをご了承ください。 

【保育活動・給食・おひるねなど】・・・引き続き、手指消毒や空間除菌につとめ、子どももおとなも手洗いの 

習慣を続けていきます。ご家庭でもこまめな手洗いにご協力をお願いします。 

【園行事について】・・・６月以降についても現時点では未定です。園で協議し、PT 会ともご相談のうえ、 

今後の行事について、そのありかたなどを含めて、後日お知らせしていきます。 

【自粛・欠席の扱いについて】・・・特別警戒解除にともない、今後の登園自粛や欠席をされた際の保育利用料等 

の減額はいたしません。ただし、やむを得ない事情の場合は、個別にご相談をいたします。 

【園の使い捨てマスクについて】・・・園で特別に使い捨てマスクを調達しました。入手できずお困りのご家庭が 

ありましたら、園で備蓄する使い捨てマスク（１枚づつ個装）を必要な枚数お分けいたします。 

なお、国の支給する布マスク、いわゆる「アベノマスク」については、カビや汚れなど衛生管理と安全性 

に疑問が残るため、こども園ではアベノマスクについては使用しません。それ以外の手づくりの布マスク 

などは、任意で着用いただくことは構いません。 

【次亜塩素酸水を活用して下さい】・・・２月末から無償配布を続けている「次亜塩素酸水」について、ご家庭でも

消毒や、キッチンの除菌、掃除などにご活用ください。空ペットボトルをご持参いただければお分けします。 

以上 

 



新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針<事業継続計画 BCP> 

社会福祉法人多度志保育会 

たどし認定こども園かぜっこ 

多度志学童クラブ 

◇教育・保育活動の制限に関する基準 

レベル 判断基準 具体的な要件など 

０ 通  常   

１ 制限-小 
所在地域（近隣市町を含む）に感染者が発生

し、感染拡大防止及び安全配慮、注意喚起の観

点から、必要と認める場合など。 

・北空知地域及び空知・上川・石狩・留萌管内に感染者が発生 

２ 制限-中 

①北海道知事及び深川市から、外出自粛、自宅

待機等の行動規制に関する要請がある 

②施設に関係が近い者（園児・職員を除く）の

感染が確認され、感染拡大防止及び安全配慮、

注意喚起の観点から、必要と認める場合など。 

・北空知地域及び空知・上川・石狩・留萌管内で感染が拡大 

・国による緊急事態宣言発令（特定指定外） 

・小学校等の休校措置、公共施設等の利用制限・閉鎖 

３ 制限-大 

国の緊急事態宣言の特定警戒対象に指定さ

れ、北海道知事及び深川市から感染拡大防止

のため必要な協力を要請された場合など。 

・北空知地域及び空知・上川・石狩・留萌管内で感染が拡大 

・国、道による緊急事態宣言発令（特定警戒対象に指定） 

・小学校等の休校措置、公共施設等の利用制限・閉鎖 

・施設関係者（園児・職員）の近接者に感染者が発生 

４ 停  止 施設を閉鎖せざるを得ない場合 
・施設利用者・関係者（園児・職員）に感染・罹患が発生 

・深川市からの閉鎖要請及び閉鎖指示 

◇教育・保育活動の制限に関する基準 

レベル 保育活動 保育利用 保育内容 職員の勤務 

０ 通  常     

１ 制限-小 配慮して実施 注意喚起・自粛要請 手洗い・消毒の励行 通常勤務 

２ 制限-中 特に配慮して実施 

休園に準じた縮小 

１号子ども 利用制限

２・３号 自粛要請 

行事の変更・中止 

保育活動・屋内活動の制限 

時差勤務・交代勤務 

テレワーク 

３ 制限-大 実質的な休園 
１号子ども 利用停止

２・３号 利用制限 

集団の制限・保育活動の強い制限 

分散・短縮保育 

感染者と近接した職員

の出勤停止 

４ 停  止 閉鎖 閉鎖 閉鎖 全職員出勤停止 

◇園内への出入り制限    ◇保健・衛生管理 

レベル 内   容 レベル 内   容 

０ 通  常  ０ 通  常  

１ 制限-小 ・掲示・おたより等で配慮をよびかけ 

・基本的に人の出入りを制限せず 
１ 制限-小 

・任意で検温（報告不要） 

・マスク着用は任意（基本は不要） 

・ 

２ 制限-中 
・保護者はマスク着用、手指消毒励行 

・来訪者はマスク着用、玄関で応対 

・保育実習・園見学の制限 

２ 制限-中 

・任意で検温（報告不要） 

・職員はマスク着用、園児は任意 

・手指消毒を必要に応じて実施 

３ 制限-大 
・保護者は玄関で応対、マスク等必須 

・来訪者は出入り禁止（玄関応対可） 

・関係者以外は出入りを強く制限 

３ 制限-大 

・登園前検温実施（未実施は利用不可） 

・職員はマスク着用、園児は任意 

・手指消毒を徹底 

４ 停  止 
・園内の消毒、閉鎖中の事務作業にあたる

職員以外は出入りを禁止 ４ 停  止 
・最低限の職員による園内の消毒作業 

・感染者の容体、感染拡大の動向などの 

情報収集につとめ、適切な広報を実施

 

5 月２６日(火)より、レベル３→１に基準を変更します 



◇保育の利用についての考え方 

自粛要請 ・家庭での保育が困難で、長期間の利用自粛が難しい場合に保育利用が出来ます。 

・基本的に家庭保育が可能な方は、ご家庭で子どもをみていただきます。

利用制限 ・医療従事者やライフライン維持など公共・公益的業務に従事される方で、保育の必要な方を受け入れます。 

・上記以外のお仕事でやむを得ない事情がある家庭は、就労状況などを申告し、園が利用の可否を判断します。 

閉   鎖 ・一切の保育利用ができません。子どもの荷物を受け取るなどの園内への出入りも許可が必要となります。 

◇マスク着用に関するガイドライン 

園  児 
マスク着用は 

原則不要 

・幼児は長時間の使用に耐えられない。・着用することでマスクや顔を頻繁に触り、か

えって不衛生となるので、すべての段階で園児のマスク着用は不要・任意とする。 

・マスクの自己管理が難しく、他の子との混同が生じるおそれがあるため、園内に持

ち込まれたマスクについて、使用後のすみやかな廃棄を徹底する。 

・保護者の管理で任意に着用することとし、職員は園児のマスク管理に関与しない。

学  童 
自己管理で 

マスクを着用 

・小学生以上は、自己管理を前提として、任意で着用することとする。 

・使用済みマスクの衛生管理や、他の子とのマスク混同が生じる場合などを考慮し、

園内に持ち込まれたマスクについて、使用後すみやかな廃棄を徹底。 

・保護者の管理で任意に着用することとし、職員は学童のマスク管理に関与しない。

職員・大人 
必    須 

（布マスク不可） 

・段階０～１において、職員・保護者のマスク着用は任意とする。 

・段階２～３において、保護者のマスク着用がない場合は施設のマスクを支給する。 

・基本は使い捨てマスクを用いるものとし、１日以上の連続使用は不可とする。 

・布マスクは感染予防効果が無いものとし、原則使用しない。 

 

◇情報公開に関するガイドライン ～感染者が発生した場合に公表されること、されないこと 

 名 前 性 別 年齢・クラス 園児との接触 行動歴 

園児・学童 ×非公表 〇公表 ×非公表 〇公表 ×非公表 

保 護 者 ×非公表 〇公表 ×非公表 〇公表 ×非公表 

備    考  保護者は父・母 

祖父・祖母など 
年齢及び在籍クラス

登園状況（出欠）を

公表 

家庭での行動歴も

含めて、非公表 

※ ただし、公表する項目であっても、個人が特定され不利益となるおそれがある場合は、非公表とします。 

※ 公表する範囲や内容は、該当する園児の保護者と事前に相談の上、同意を得てから公表します。 

※ 感染のおそれや感染疑い、PCR 検査受診、結果待ちの段階では、一切の情報を公開しません。 

 

 名 前 性 別 役 職 園児との接触 行動歴 

施 設 職 員 

保育士・調理員など 

すべての職員 
×非公表 〇公 表 〇公 表 〇公 表 〇公 表 

備    考  〇〇代など年代と 

性別を公表 

保育士、調理員など

の役職名を公表 
勤務状況を公表 

行動歴／症状を 

公表（本人同意） 

※ 陽性・陰性の有無に関わらず、PCR 検査受診の段階で公表。（職員本人の同意の上、公表） 

◎公表事項について、ツイッターやフェイスブックなどインターネット SNS への安易な投稿・拡散は控えて下さい。 

（2020.5.25 改定） 



新型コロナウイルス感染および発症等に関するガイドライン 

！子どもに次のような症状がみられたら 

元気がなく明らかに体調がいつもとちがう 
お休みして自宅で静養する。 
保育中はお迎え・早退する。 
心配な場合は医師に電話相談 

症状が改善するまで 
味やにおいの異常、体のだるさを訴える 

発熱している。（37.5℃以下であっても） 解熱後、24 時間経過まで。 

 

！家族に次のような症状がみられたら（家族以外でも最近特に接触した方も含みます。） 

レベル 家族に発熱の症状あり。 

（微熱を含む） 

味覚・嗅覚の異常や、著しい倦

怠感、咳症状あり。 

家族の高い発熱が 

３日以上続いている。 

０ 通  常    

１ 制限-小 △高熱の場合は登園自粛 〇保育利用可能 △登園自粛 

２ 制限-中 △登園自粛 △登園自粛 ×利用停止 

３ 制限-大 ×利用停止 ×利用停止 ×利用停止 

４ 停  止 ×利用停止 ×利用停止 ×利用停止 

 

！家族の職場で感染者が発生したら（近所で感染者が発生するなどの場合を含みます。） 

レベル 家族の職場で感染者が発生 

（直接、濃厚な接触なし。） 

家族の職場で感染者が発生 

（感染者と濃厚接触あり。） 

家族の職場の利用者（利用客・

出入り業者等）が感染 

０ 通  常    

１ 制限-小 〇保育利用可能 △登園自粛（2 週間） 〇保育利用可能 

２ 制限-中 〇保育利用可能 △登園自粛（2 週間） 〇保育利用可能 

３ 制限-大 △登園自粛（2 週間） ×利用停止 △登園自粛（2 週間） 

４ 停  止 ×利用停止 ×利用停止 ×利用停止 

 

！子どもや家族が感染したら（実際には医療機関・保健所の指示に従って下さい。） 

園児本人、家族が PCR 検査を受ける ×利用停止 PCR 検査結果が出るまで 

園児本人、家族が濃厚接触者である ×利用停止 PCR 検査結果が出るまで 

園児本人が感染（発症）した ×利用停止 医師の登園許可が出るまで 

家族が感染（発症）した ×利用停止 回復後 2 週間経過するまで 

 

  



職員むけ 新型コロナウイルス対応時の勤務に関するガイドライン 

次の場合は、出勤を停止します。（自宅待機と異なり、出勤できません。） 

感染したとき（診断、発症） 医療機関の診断により新型コロナ
ウイルスへの感染が確認された者

医師・専門機関の指示があるまで
出勤停止。 

感染者と濃厚接触の疑いがある 感染者と１時間以上過ごし、範囲２ｍ以内の接

触が疑われる者、およびその同居家族。 

起算して１４日間の出勤停止 

同居家族に感染疑いがある。 家族に発熱と咳等の症状があり、数日間続い

ている。 

家族の症状回復後、24 時間経過するまで出

勤停止。 

医療機関から出勤停止の指示。 新型コロナウイルスに限らず、医師・専門機関

から自宅静養の指示を受けたもの。 

医師・専門機関が支持する期間、出勤停止 

体調不良 微熱や倦怠感等の体調不良が 3 日以上続く 発症から２日目までは、年休／欠勤扱い。 

3 日目以降から出勤停止扱い。 

行動指針の基準による出勤停止 感染者発生の自治体に居住している。 行動指針のレベル引き下げ、又は感染者の発

生が 10 日間なかった場合まで。 

 

レベル１～４における「出勤停止」期間中の処遇等について 

 雇用期間の定めがない者 雇用期間に定めのある者（パートタイム含）

基本給 原則として基本給全額を支給 原則として当初予定されていた勤務シフトすべてで有給。 

通勤手当 実際の出勤日数に応じて減額支給 
（実際の出勤ゼロの場合は不支給） 実際の出勤日数に応じて支給 

その他手当 業務手当、住宅手当、扶養手当、処遇改善手当は、原則として全額支給 

勤怠 出勤停止（自宅待機）＝欠勤にはあたらないため、雇用者都合による公休扱いとする。 

控除等 社会保険料等は通常どおり控除するものとし、減免や返還等が生じた場合はその都度対応する。 
職員給食費は利用数に応じて減額徴収。 

※上記は、新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる出勤停止期間の「特例」であり、この期間を除く平時の病欠(生理休暇等を除
く)、及び自己都合による欠勤(介護・育児休暇を除く)についての処遇は、従来の就業規則によることとします。 

！家族の職場で感染者が発生したら（近所で感染者が発生するなどの場合を含みます。） 

レベル 家族の職場で感染者が発生 

（直接、濃厚な接触なし。） 

家族の職場で感染者が発生 

（感染者と濃厚接触あり。） 

家族の職場の利用者（利用客・

出入り業者等）が感染 

０ 通  常    

１ 制限-小 〇保育利用可能 △登園自粛（2 週間） 〇保育利用可能 

２ 制限-中 〇保育利用可能 △登園自粛（2 週間） 〇保育利用可能 

３ 制限-大 △登園自粛（2 週間） ×利用停止 △登園自粛（2 週間） 

４ 停  止 ×利用停止 ×利用停止 ×利用停止 

 

！子どもや家族が感染したら（実際には医療機関・保健所の指示に従って下さい。） 

園児本人、家族が PCR 検査を受ける ×利用停止 PCR 検査結果が出るまで 

園児本人、家族が濃厚接触者である ×利用停止 PCR 検査結果が出るまで 

園児本人が感染（発症）した ×利用停止 医師の登園許可が出るまで 

家族が感染（発症）した ×利用停止 回復後 2 週間経過するまで 
  


